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●工事状況 定点写真

●壁の向こうは・・・？

●コラム《風鈴飾り、はじめました》

工事かわら版を毎月発行します。次回は9月下旬です。
発行：清水・須山・中村組特定建設工事共同企業体
工事のお問い合わせはこちらまで TEL:053-488-5601

『家康号』フロアクライミング

５階床の躯体工事も終わりを迎え、高層部では6階
床の工事、建屋北側の低層部では鉄骨建方の工事が
始まりました。建屋の東側では地面を掘削し、発電
機燃料貯蔵等へ使用されるオイルタンクの据付工事
が行われる等、今までは上へ上へと進んでいた工事
も、8月からは水平方向へと広がりを見せています。
建屋内では内装・設備工事が進行中ですが、ボイ

ラー等の大型機械の搬入や煙突の工事も始まり、建
物に病院としての機能を与える準備が進んでいます。
まだまだ暑い日が続いていますが、これからも気

を引き締め、無事故無災害で工事を進めていきます。

皆様は、夏の風物詩といえば、何を思い浮かべますか？かき氷、
花火など様々なものがありますよね。この現場では、“風鈴”で夏
を感じています。現場監督と作業員が協力して、この風鈴飾りを
作成しました。暑い日が続き現場は過酷な環境下ではありますが、
この風鈴の音色をききながら現場作業を行うと、それも少し和ら
ぐのを実感しています。夏本番から残暑まで、暑さはしばらく続
きますが、暑さに負けず、健康第一で工事を進めていきます。
この風鈴飾りは、現場の仮囲い沿いのクリアパネル部に飾られ

ているため、皆様に見ていただくことができます。ぜひご覧いた
だき、納涼のおすそ分けをさせてください。

かわら版で以前紹介させて頂き、クリスマスの
イルミネーションでも活躍した、『家康号』こと
350tタワークレーン(TC)が免震階から4階床に着床
しました（フロアクライミング）。今回行ったフロ
アクライミングは、着床階の4階梁と反力を受ける5
階梁と3階梁に補強を行い、ベースとマストを上昇
させ、着床階に設置する工事です。イメージは台座
ごとTC自身で建物内をよじ登るイメージです。TC
の作業は躯体工事・ヘリポート工事・設備機器搬入
が終わり、外部足場を解体するまで続きます。引き
続き安全に『家康号』には活躍してもらいたいです。
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